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プ ロ グ ラ ム
1 日 班 jl.府 関 結 果 発 表
1 3 : 0 0  プ ロ ジ ェ ク ト リ ー ダ ー 挨 拶
13:20----- 1 5 : 2 0  ラ ン ピ ル 班 ( p . 4- - -) 
13 :2 0 ・13:45 ラ ン ピ ル 公 園 周 辺 の 土 地 採 IJ用 変 遷 と そ の 背 景
市 川 昌 広
13 :4 5 ・13 ・5 5 ラ ジ ャ ン 川 上 流 域 シ ハ ン 人 の 植 物 利 用
加 藤 裕 美
13 :55.14 :0 5  沈 香 木 の 生 息 地 と 個 体 分 布 状 況
金 沢 謙 太 郎
14:05 ・1 4 :2 0 サ ラ ワ ク 東 部 の 焼 畑 民 イ パ ン に よ る 植 物 利 用 お よ て 鳳 識 の 植 生 間 民 鍛
百 瀬 邦 泰 ・ 加 賀 道 ・ 小 泉 都
14:20 ・14:30 サ ラ ワ ク 東 部 に お け る 土 克 捌 用 の 履 歴 と 植 物 の 多 樹 獄 、 よ て 瑚 厩 白 島 生 の 糊 生
百 瀬 邦 泰 ・ 粟 沢 一 樹 ・ 加 賀 道 ・ 小 泉 都 ・ 岸 本 圭 子 ・ 松 本 崇 ・ 市 岡 孝 朗 ・ 田 中 洋 ・ 中 川 弥 智 子 ・
吉 村 充 則 ・ 市 川 昌 広 ・ 中 静 透 ・ L u c y C h o n g
1 4 :30-15:00 ボ ル ネ オ 唯 B 餅 帯 林 iこ お け る 森 林 伐 採 が も た ら す 胡 腕 擦 の 多 樹 主 喪 失 効 果
市 岡 孝 朗
15 :00-15 :2 0  総 合 討 論
休 憩
15:30----- 1 7 : 3 0 阿 武 隈 班 ( p. 2 4 - - )
1 5 :3 0・ 1 5 :4 5 阿 謝 寝 班 概 要
新 山 馨
15 :45-16 :0 0  関 本 町 小 .)1 燦 落 ( 1 日 山 刷 I1村 ) に お け る 森 林 申 朗 一 国 有 林 と の 関 係 一
宮 本 麻 子 ・ 佐 野 真 琴
1 6 :0 0 -1 6 :15 伐 採 か ら の 時 間 鐙 畠 に よ る 森 林 植 物 群 集 の 変 化 ・ 阿 武 隈 山 系 で の 広 葉 樹 林 と ス ギ 林 の 比 較
田 中 浩 ・ 新 山 馨 ・ 柴 田 銃 江 ・ 八 木 橋 勉 ・ 五 十 嵐 哲 也 ・ 長 池 卓 男
16 :15-16:30 森 林 の 分 断 七 ・ 人 為 撹 乱 が 樹 木 の 送 粉 に 与 え る 影 響 イ タ ヤ カ エ デ の 材 担 虫 調 査
柴 田 み つ え ・ 末 吉 昌 宏 ・ 丑 丸 款 史 他
1 6 :30-16:必 森 林 愛 蓮 と 昆 虫 の 多 様 性
牧 里 子 俊 一
1 6 :45-1 7:∞ 落 葉 広 葉 樹 林 の 材 齢 と 鳥 類 の 種 多 様 性
東 保 一 史
1 7 :0 0 -1 7: 15 日 本 の 鳥 類 群 集 の 変 遷
安 田 雅 俊 ・ 川 路 則 友 ・ 福 井 晶 子 ・ 金 井 裕
1 7: 15-1 7:3 0  樹 木 個 体 群 の 遺 伝 的 多 樹 主
井 鷺 裕 司
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17:30--18:30 経済・モデル班(p.37--)
17:30-18:00 土断l朗ダイナミックスの確率モデル:個人と組織の意思決定が一致するのはどういうときか?
佐竹暁子
18:00・18:20 多様性関数について
赤尾健一
18:20・18:30 質疑応答
2日 班即断究結果発表
08:30--10:30 屋久島班(p.4O--)
08:30・09:00GIS班
大正、昭和、平成各時期の地形図に基づく屋久島全体の土断fj用の変遷
D.スプレイグ
屋久島小島地区の土地卵j用と猿害発生予測
森野真理
09:00・09:20植物班
屋久島の森林利用の歴史と森林タイプ
相場慎一郎
屋久島におけるシダ植物メシダ属A泊p也mの遺在勤多様性
高宮正之
09:20・10:00車市島圧
鳥獣による農業被害と自然林の果実生産量の相関
里澗直彦
Batprese脚 anda，位同勿血natura1forest and∞血replantations in血ewarm飴即位脱
却 neofYaku油ima，Japan
D.回H
森林伐採がニホンザルの集団密度と食物利用可制生に与える影響
半谷吾郎
10:00・10:30人文班
休憩
本年度住謙子一ム各研究の配置佳到3)
土面川土石諦裁判と北スマトラ・プキット・ラワン土石流事件における言説の類似点
安部竜一郎
森林とのかかわりにおけるインセンティプ
浅尾真利子次席のため安部代理)
屋久島の森林ゾーニング、をめぐ、る背景
平野悠一郎
離島と学問:資源系の鰐月
王智弘
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10:40-- 12:40 キ ナ パ ル 班 匂 .66--) 
1 0 :40- 11 :0 0  湿 潤 繋 縛 の 低 地 一 山 地 景 観 に お け る 森 林 利 用 の 変 遷 と そ の 要 因 : キ ナ パ ノ レ 山 と D eramakot 商 業
保 護 材 調 蛾 の 土 断 t J 用 変 遷
北 山 兼 弘 ( 京 大 ・ 生 態 研 )
生 産 林 iこ お け る 生 物 多 様 性 と 炭 素 貯 留 の 両 立 ー バ イ オ マ ス 炭 素 広 域 把 握 を 強 調 し て 一
北 山 兼 弘 ・ 中 園 悦 子 ・ 清 野 達 之 ( 京 大 ・ 生 態 研 )
11 : ∞-11 :15  熱 帯 の 低 地 一 山 地 問 で の 森 桝 IJ用 に よ る 植 生 変 化 の 比 較
武 生 雅 明 ・ 清 里 瑳 之 ・ 相 場 慎 一 郎 ・ 北 山 兼 弘
11 :15 -11 :30  熱 帯 林 の 材 相 生 の 多 様 性 と そ の 利 用
清 野 達 之 ・ 北 山 兼 弘 ( 京 大 ・ 生 態 研 )
11 :30-11 :45 ダ ル マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 ( マ レ ー シ ア 、 サ パ 州 ) に お け る 森 林 管 理 が 土 壌 動 物 群 集 に 与 え る 影 響
( 中 間 報 告 )
長 谷 川 元 洋 ・ 伊 藤 植 草
11 :45・ 1 2 :0 0 ダ ル マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 に お け る 森 材 制 用 の 翻 匝 ー 飛 期 金 昆 虫 群 集 へ の 影 響
阿 久 津 公 祐 ・ 戸 田 正 憲
1 2 :0 0 -12:20 デ ラ マ コ ッ ト 森 林 保 護 区 に お け る 晴 手 頃 胸 の 環 境 利 用
松 林 尚 志
12:2 0・ 1 2 :3 0 利 用 形 態 の 異 な る 森 林 生 態 系 の 経 済 評 価
長 谷 川 弘
12:3 0・ 1 2 :4 0 質 疑 陀 答
昼 食
13:30-- 18:00 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ 別 会 議 ぐ p. 90--) 
3 日 プ ロ ジ ェ ク ト 運 営
0 8 :  30・ 0 9 : 3 0  ワ ー キ ン グ グ 、 ノ レ ー プ の 報 告
0 9 :  30・ 10: 3 0 全 体 の ビ ジ ネ ス ミ ー テ ィ ン グ
休 憩
10: 4 0・ 12: 0 0  コ ア メ ン バ ー に よ る ビ ジ ネ ス ミ ー テ イ ン グ
2002-2004 年 度 プ ロ ジ ェ ク ト 業 績 集 (p . 92'"'-') 
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